
　各　位

浦安鐵鋼団地協同組合

　景況実感調査委員会

調査対象 142社 回答 137 回答率 96.5%

24社 38社 62社 9社 4社 137社 25社 22社 35社 32社 21社 135社

17.5% 27.7% 45.3% 6.6% 2.9% 100.0% 18.5% 16.3% 25.9% 23.7% 15.6% 100.0%

(20.1) (21.6) (39.6) (12.2) (6.5) (7.3) (17.5) (31.4) (24.8) (19.0)

26社 40社 56社 12社 3社 137社 23社 23社 37社 32社 21社 136社

19.0% 29.2% 40.9% 8.8% 2.2% 16.9% 16.9% 27.2% 23.5% 15.4%

(19.4) (20.1) (41.0) (13.7) (5.8) (8.8) (19.7) (27.7) (27.7) (16.1)

2社 15社 84社 25社 6社 132社 8社 22社 62社 23社 15社 130社

1.5% 11.4% 63.6% 18.9% 4.5% 6.2% 16.9% 47.7% 17.7% 11.5%

(3.0) (15.9) (56.8) (24.2) (0.0) (9.2) (11.5) (48.5) (19.2) (11.5)

3社 8社 100社 23社 2社 136社 9社 27社 62社 34社 3社 135社

2.2% 5.9% 73.5% 16.9% 1.5% 6.7% 20.0% 45.9% 25.2% 2.2%

(2.2) (4.3) (74.1) (19.4) (0.0) (9.4) (20.3) (43.5) (23.2) (3.6)

14社 30社 72社 15社 6社 137社 4社 20社 56社 35社 19社 134社

10.2% 21.9% 52.6% 10.9% 4.4% 3.0% 14.9% 41.8% 26.1% 14.2%

(8.7) (17.4) (48.6) (18.8) (6.5) (5.8) (11.7) (32.8) (25.5) (24.1)

6社 30社 71社 11社 1社 119社 4社 19社 56社 28社 10社 117社

5.0% 25.2% 59.7% 9.2% 0.8% 3.4% 16.2% 47.9% 23.9% 8.5%

(9.1) (21.5) (52.1) (14.0) (3.3) (0.8) (18.3) (41.7) (30.0) (9.2)

7社 32社 81社 11社 1社 132社 4社 22社 67社 26社 11社 130社

5.3% 24.2% 61.4% 8.3% 0.8% 3.1% 16.9% 51.5% 20.0% 8.5%

(7.5) (21.6) (56.0) (12.7) (2.2) (2.3) (16.7) (46.2) (24.2) (10.6)

1社 13社 65社 39社 14社 132社 0社 16社 97社 16社 1社 130社

0.8% 9.8% 49.2% 29.5% 10.6% 0.0% 12.3% 74.6% 12.3% 0.8%

(0.8) (3.8) (48.9) (32.1) (14.5) (0.0) (15.7) (71.7) (11.0) (1.6)

　注　①調査対象会社数は浦安に事業所の無い会社（不在地主など）は除外してあります

　　　②(　)内の数字は前月のパーセントです

　　　③結果表は全品種の動向として集計し、品種別の要因を取り上げる必要がある場合は

　　　　特記事項欄に別途記載いたします

　　　④本調査の宛先等の変更は、浦安鐵鋼団地協同組合事務局までご連絡ください

　　　　　事務局　TEL：047-350-5311　FAX：047-350-5316
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浦安鐵鋼団地景況実感調査結果表

（2023年10月分）
ご協力ありがとうございました。2023年10月分の結果をお送りいたします。よろしくご査収ください。

前　　　月　　　比 前　年　同　月　比
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景況実感調査(2023年 10月)特記事項 
 

毎月、景況実感調査にご協力頂きましてありがとうございます。集計結果は別紙にてお

送りしましたが、今月もたくさんのコメントを頂きましたのでお送りします。ご査収下

さい。 

[お断り]毎月のコメントはあくまで個々の“生の声”です。業界全体の

標準的見解とは、若干異なる場合もあります。また、不適当な表現やわ

かりにくい表現については書き直しております。信用問題にかかわるも

のも原則として掲載しておりません。 

 

薄板・表面処理鋼板 

① 10 月の販売は稼働日が多かったことと、在庫調整が進んでいるところに輸入材の歯

抜けがあったようで、スポット的に増量となった。しかし、市況としては下げ基調

が継続しており、採算的に厳しさが増している。 

② 10 月はユーザーの挽回生産もあり若干回復した。好調なトヨタ自動車、大型半導体

工場、キャッシュディスペンサーに紐づいている業者は忙しくしているが、それ以

外は激減情況。濃淡が激しく、与信には注視しなければならない。 

③ 自動車、遅れ物件の動きを感じた月であった。良くなかったのではなく、やっと出

荷できた感が強く、需要回復が待ち遠しい。 

④ 中小建築物件の着工不振が尾を引いていて、全体感の鈍さに繋がっているものの、

自動車が回復しているため、波及効果を期待している。相場も弱く耐えたいが、し

びれを切らしているのが現状。 

 

中板 

① 中板の実需は精彩を欠いており、単価の下落が激しい。特に建築案件において人手

不足が足かせとなり着工が遅れていることもあり、中板の引合いは低調。しばらく

このままの状況が続くと思われる。 

② 店売りの需要は低迷したままであるが、高炉メーカーは原料の高止まりと円安によ

りコストアップとなっていて、値上げを言い出してきた。現在も厳しい状況にもか

かわらず、先々が心配である。 

 

厚板 

① ＜全体感＞厚板を扱う各産業分野においては総じて低調だが、市中の厚板在庫は 12

カ月連続で減少しており、適正在庫の域に入っている。しかしながら、やはり肝心

の需要に盛り上がりがなく、荷動きは全く低調。＜分野別＞建機分野では一部高い

生産計画を維持していたメーカーも、下期計画を下方修正するとの発表があり、分

野全体で生産計画に陰りが見え始めている。産機分野では工作機械受注額が 9 カ月

連続で前年割れしており、先々の不透明感がいっそう増している。店売り分野では

引き続き中小物件を中心に人手不足や資機材価格高騰の影響で見直しが散見されて

おり、活気のない状態が続いている。 

② 予定が出ていた物件以外の物が若干出てきた気配はある。一部メーカーでの製品出

荷が滞っているため、予定物件の発注が遅れているとの情報もある。町場の仕事に

ついても一部を除き低調なままである。 

③ 建設機械は機種によって減産の予測も出ている。人手不足の影響で案件の延期、中

止等もあり、店売りの売上も減少している。 
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一般形鋼・Ｈ形鋼 

①  9月中旬から 10月中旬は引合いもなく、コロナ禍の如き無風状態であったが、10月

20 日頃から荷動きが復活するも、このトレンドでは例年不調の来る第 4 四半期を乗

り切れるか不安。 

② 人手不足が深刻で現場が遅れている。運送関係が厳しく、人が入って来ない。 

 

異形棒鋼 

① 9 月は散々であったが、10 月は土木向け加工を中心に在庫販売が好調であった。よ

うやく荷動きが回復してきた感触である。 

 

平鋼 

① 前月に比べると若干荷動きが上向いたが、相変わらず低位安定。7 から 9 月の最悪

期は脱したか。建築向けは逆に動きが鈍い。価格は弱含みではあるが維持している。 

② 10 月の店売りは変わらず低位横這いで推移。社内加工は、9 月の忙しさはない。中

小案件が中心で数量は伸びない。11月もこのまま横這いで推移すると思う。 

 

軽量形鋼 

① 稼働に関しては前月並み。年末に向け慌ただしくなるも生産量、稼働率に関しては

横這い継続。 

 

鋼管 

① 10月としては過去最低水準となり、価格も下がり基調が続いている。 

② 10 月は久しぶりに出荷が伸び、秋需に近い荷動きがあったものの、現在の製造業、

運輸業の人手、キャパシティーを見るに短期的にはこれ以上の需要拡大は考えにく

い。良くてこの水準を前提に在庫や採算を考えないといけない。 

③ 下期スタートの月で荷動き増が期待されたが、前月比横這い状況であった。首都圏

建築物件の期ずれ(納期の後ろ倒し)があり、年内いっぱいは期待薄の声も聞かれる。

在庫調整をしてきたこともあり、総在庫は 3月末比でかなり減少し、一部サイズ(白

ガス管)はかなり薄くなっている(メーカーの納期遅れもあり)。市況(価格)は維持

されているが、H形鋼、一般形鋼の軟化傾向が心配。 

 

構造用鋼 

① 需要は、自動車関連で中部地区での回復基調も、関東地区では実感がない。建機は

中小型で生産計画の下方修正の動きが見られる。工作機械も荷動き低迷。需要は全

体的に盛り上がりに欠けている。店売りの荷動きは低調が続いている。在庫量は調

整が進まず多めの状態。価格は物件対応で安値も聞かれるが局地的。 

 

磨棒鋼 

① 自動車向け紐付き品は底を脱してはいるものの、回復の勢いはなく、僅かな上昇に

とどまっている。建産機関連は、今のところ変化は見られないが、先行きの動向に

はあまり明るい話題がない。店売りも相変わらず低位だが、荷崩れしないのが唯一

の救い。 
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その他 

＜異形バーインコイル・ナマシ鉄線＞ 

①全体的に荷動きは低調。先行きも見通せず厳しい状況が続いている。市況が下がらな

いよう現行値の維持に努めるしかない。 

 

＜鋼材リース＞ 

① 下期に入ったが期待していたほど荷動きが活発になってきていない。ダラダラと年

度末まで行ってしまうのではないかと懸念している。 

 

＜鉄スクラップ＞ 

① スクラップの発生、荷動きは低調がつづく。相場に関しては、これだけの円安にも

かかわらず輸出も停滞していて、海外市況の弱さがうかがえる。一方、荷制限する

国内メーカーもあったりしてマイナス要因は多いが、高値維持の日本スクラップ相

場は円安と発生量の低迷が下支えしている状況。 

 

＜金属表面処理＞ 

① 9月に続き 10月も高操業だった。11月は大型物件もあるため、納期調整しながらの

操業になりそう。 
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